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松本明美 ・登喜玲子 ・酒井恒美 ・山 口玲子
表 1 要因アイテムとカテゴリ ーおよぴカテゴリー別人数
要因アイテム カテゴリー 人数
］ 初経時の感想 C 1 うれしかった 39 
C2 不安 ・困った 22 
C3 イヤだと思った 34 
C4 恥ずかしか った 36 
C5 駕いた 75 
C6 何とも忠わない 22 
2 月経照忠 CI 防1：がひど〈我t!kできない 39 
C2 防布がひどいが我殴できる 93 
C3 気にならない 77 
C4 全〈ない 19 
3 子供の世話 Cl したことがある 173 
C2 したことがない 55 
4 兄弟姉妹 Cl 長女 101 
C 2 まんなか 39 
C3 末っ子 71 
C4 一人っ子 17 
5 I吐親との話し CI よくする 141 
や相談 C2 時々する 72 
C3 はとんどしない 15 
6 I.：｝親への愛豹 Cl 非常に好き 100 
C2 好き 99 
C3 あまり好きでない 22 
C4 全〈好きでない 7 
7 ;:｝親との Cl なりたし、 108 
同一化 C2 どちらともいえない 92 
C3 なりた〈ない 28 
8 父I：上の仲 CI 大変仲がよい 82 
C 2 まあ仲がよい 108 
C3 あまり仲がよ〈ない 23 
C4 仲かわるい 8 
C5 わからなし、 7 
9 妊産婦 C ] 身近にいる 107 
C2 いなし、 121 
10 分娩見学 C ] 第一期から兄学 73 
C2 第二期から見学 36 
C3 未見学 119 
11 科 ・学年 Cl l N l年 50 
C2 IN 2年 39 
C3 IN 3年 41 
C 4 2 NI年 52 























3, 2, 1点を配し，第 2因子ではそれを否定
する回答のコードが高得点になるように 1.2. 





因 子 質 問 因子負荷試 固有値 累桔寄与率
第 1因子 l 妊娠はすばらしい出来事 0 549 
2 出産は女の特権 0 535 
すばらしさや喜び 4 児を無事生むためなら苦しみを我投できる 0 425 
5 子供を生むことは生きた証 0 450 
7 子供を生み育てることは自己成長 0.503 
3 400 21 25% 
8 子供がいると生活がより楽しい 0 502 
10 わが子のためなら自分を犠牲にできる 0 467 
11 こどもを脊てるのは生みの母が最高 0 449 
12 結婚生活を楽しむために子供を作らない -0 444 
17 早く子供を生みたい 0 445 
第 2因子 3 妊娠した自分の姿はみじめだ 0 409 
6 女だけが妊娠や出産をするのは不公平 0 566 
拒否や苦痛 16 子供が好き -0 436 
1 lll 28.20% 
19 陣捕は我役できる -0 563 
21 育児に追われていると若さか失われる 0 463 
24 お産にたいして恐怖心や不安がある 0 568 
看護科学生の母性意識
，
 表 3 母性意識の因子別平均得点
因 子 1例 数 1 平均値土標準偏差
表 4 諸要因の母性意誨第 1因子得点に及ぽす影響









































要因 カテゴリー 韮み値 偏相関係数 重み値のレンジ
11 CI 0 053 
C2 0 046 
C3 -0 158 
0 167 0 211 
C4 0 024 
C5 0 020 
C6 -0 002 
I 2 Cl 0 050 
C2 -0 034 
0.108 0 136 
C3 0 037 
C4 -0 085 
I 3 CI 0 027 
0 112 0 111 
C2 -0 085 
I 6 CI 0 046 
C2 -0 010 
0 121 0 174 
C3 -0 128 
C4 -0 122 
I 7 Cl 0 061 
C2 -0 106 0 210 0 222 
C3 0 115 
I 8 CI -0 028 
C2 -0 009 
C3 0 040 0 112 0 224 
C4 0 119 
C5 0 196 
Il CJ -0 080 
C2 -0 032 
C3 0 186 0 224 0 266 
C4 -0 065 
C5 0 023 
表 5 諸要因の母性意識第 2因子得点に及ぽす影響
要因 カテゴリー 重み値 偏相関係数 韮み値のレンジ
I I Cl 0 082 
C2 0.194 
C3 -0 190 
0 209 0 384 
C4 -0.084 
C5 0 004 
C6 0.077 
I 2 CI -0 220 
C2 0 013 
0 208 0 383 
C3 0 056 
C4 0.163 
I 3 Cl 0 047 
0 155 0 194 
C2 -0.147 
I 5 CI -0 036 
C2 0 003 0 150 0 361 
C3 0 325 
I 6 Cl 0 037 
C2 0 005 
0 122 0 401 
C3 -0077 
C4 -0 364 
I 7 Cl 0 058 
C2 -0 052 0 099 0 Ill 
C3 -0 053 
110 Cl 0 131 
C2 -0 107 0 168 0 238 
C3 -0 048 
Il Cl 0 010 
C2 -0 059 
C3 0 261 0 255 0 437 
C4 -0 176 
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